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aoki-koujirou@y3.dion.ne.jp 

 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
京
田
辺
市
長
あ
て
に「
２

０
１
４
年
度
京
田
辺
市
予
算
に
対
す
る
要
求
書
」を

提
出
し
、
市
長
と
懇
談
し
ま
し
た
。 

 

青
木
こ
う
じ
ろ
う
は
、
市
長
に
市
民
の
代
表

と
し
て
、
①
「
戦
争
で
き
る
国
づ
く
り
」の
策
動

を
中
止
し
、
非
核
平
和
の
国
を
つ
く
る
こ
と
、

②
即
時
原
発
ゼ
ロ
宣
言
を
行
う
こ
と
、
③
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
参
加
の
中
止
、
④
消
費
税
増
税
と
社

会
保
障
改
悪
の
中
止
、の
４
つ
の
点
で
の
態
度

表
明
を
求
め
ま
し
た
。 

 

ま
た
２
０
１
４
年
度
予
算
要
求
書
で
は
、
昨

年
、
一
昨
年
の
大
雨
、
台
風
災
害
を
受
け
、
防

災
面
で
の
課
題
を
新
た
に
追
加
し
、
15
分
野

232
項
目
に
わ
た
る
こ
と
も
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

昨
年
11
月
の
京
田
辺
市
平
和
都
市
推
進
協
議
会
で
、
２
０

１
４
年
の
「
小
中
学
生
広
島
訪
問
事
業
」
の
実
施
に
つ
い
て

も
協
議
さ
れ
、
そ
の
中
で
、
一
昨
年
、
昨
年
の
広
島
訪
問
の

際
に
付
き
添
い
と
し
て
参
加
さ
れ
た
委
員
の
方
か
ら
も
「
非

常
に
意
義
の
あ
る
事
業
だ
」
と
積
極
的
な
発
言
も
あ
り
、
引

き
続
き
「
広
島
訪
問
事
業
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
で
２
０
１
１
年
か
ら
４
年
連
続
で
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

 

京
田
辺
市
で
一
昨
年
、
昨
年
と
実

施
さ
れ
た
「
小
中
学
生
広
島
訪
問
」

に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
の
感
想

が
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。
青
木
こ
う
じ
ろ
う
が
９
月

議
会
で
、
参
加
し
た
小
中
学
生
の
感

想
文
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載

す
る
な
ど
積
極
的
な
活
用
を
し
て

は
ど
う
か
と
提
案
し
て
い
た
も
の

が
実
り
ま
し
た
。 

 

一
昨
年
実
施
分
で
は
「
広
島
に
行
く
前
の
自
分
の
平
和
に
対
す
る

考
え
と
、
今
の
考
え
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
」
、「
た
く
さ
ん
原

爆
を
落
と
さ
れ
た
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
た
っ
た
一
発
で
広
島
が
つ

ぶ
さ
れ
た
と
知
っ
て
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
」
、
「
本
や
テ
レ
ビ
か
ら

の
情
報
よ
り
、
実
際
に
自
分
の
目
で
見
て
、
自
分
の
耳
で
話
し
を
聞

い
た
り
す
る
方
が
、
多
く
の
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
と
分
か

り
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。
」
な
ど
の
短
い
感
想
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
昨
年
実
施
分
で
は
、
８
月
の
「
平
和
の
つ
ど
い
」
で
発

表
し
た
二
人
の
参
加
し
た
子
ど
も
の
感
想
文
の
全
文
と
、
他
の
子
ど

も
た
ち
の
短
い
感
想
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

閲
覧
は
市
Ｈ
Ｐ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
左
側
に
あ
る
「
各
課
の
窓
口
」

か
ら
入
り
、
「
総
務
部
総
務
室
」
の
ペ
ー
ジ
に
進
み
、
左
下
に
あ
る

「
平
和
事
業
」
の
と
こ
ろ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
「
平
成
25
年
度
平

和
事
業
（
広
島
訪
問
事
業
、
平
和
の
つ
ど
い
、
平
和
展
、
こ
ど
も
平

和
映
画
会
等
）」
の
リ
ン
ク
が
出
て
き
て
、
そ
の
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。 

▼
安
心
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
、
本
人
の
能
力

発
揮
、
活
用
に
つ
な
が
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る
。 

▼
雇
用
の
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
つ
く
る
と
い
う
点
で
市
が
積
極

的
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
。 

の
２
つ
の
点
か
ら
、
非
正
規
の
市
職
員
の
労
働
条
件
の
整
備
に
取

り
組
む
べ
き
だ
と
提
起
し
ま
し
た
。 

 

副
市
長
か
ら
「
非
正
規
職
員
も
多
く
、
活
躍
し
て
い
る
。
公
務

員
と
し
て
必
要
な
研
修
も
受
け
て
も
ら
う
な
ど
努
力
し
て
い
く
。

社
会
情
勢
の
変
化
の
中
で
、
雇
用
の
ル
ー
ル
に
し
っ
か
り
対
応
し

て
い
き
た
い
。」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
学
童
保
育
な
ど
を
所
管
す
る
教
育
長
か
ら
「
教
育
委
員
会

も
市
長
部
局
と
同
じ
ス
タ
ン
ス
で
い
っ
て
い
る
。
非
正
規
職
員
の

活
用
は
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に
も
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
。
労

働
法
令
も
遵
守
し
て
い
く
。」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

防
災
対
策
の
充
実
へ
三
つ
の
提
案 

 

９
月
の
避
難
所
運
営
訓
練
を
踏
ま
え
、
防
災
対
策
充
実
に
向
け 

①
避
難
所
運
営
訓
練
に
該
当
地
域
以
外
の
区
・
自
治
会
か
ら
も
見 

学
者
を
募
る
な
ど
、
他
地
区
へ

広
げ
る
工
夫
を
。 

②
広
域
避
難
所
と
な
る
高
校
と

の
日
常
的
な
連
携
強
化
。 

等
、
災
害
発
生
時

資
格
を
持
つ
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
制
度
を
。 

の
３
点
を
提
案
し
ま
し
た
。 

消
費
税
増
税
を
容
認
、
市
財
政
へ
も
悪
影
響 

 

市
長
に
４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
中
止
を
国
に
求
め
る
べ
き

だ
と
迫
り
ま
し
た
。
市
長
は
「
消
費
税
増
税
に
よ
っ
て
持
続
可
能

な
社
会
保
障
の
た
め
、
社
会
保
障
の
安
定
化
、
充
実
を
図
る
べ
き
。

今
後
、
低
所
得
者
へ
の
配
慮
や
景
気
対
策
な
ど
を
あ
わ
せ
て
行
わ

れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
消
費
税
増
税
が
市
財
政
や
市
が
市
民
か
ら
徴
収
し
て
い

る
公
共
施
設
の
使
用
料
を
は
じ
め
各
種
の
使
用
料
、
手
数
料
な
ど

へ
の
影
響
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

総
務
部
長
か
ら
「
歳
入
面
で
地
方
消
費
税
交
付
金
が
増
額
だ

が
、
そ
の
分
、
地
方
交
付
税
が
減
額
さ
れ
る
。
歳
出
面
で
支
出
増

影
響
は
あ
る
が
、
現
時
点
で
の
試
算
は
困
難
。
使
用
料
、
手
数
料

に
つ
い
て
、
施
設
の
維
持
管
理
費
が
増
加
す
る
の
で
、
見
直
し
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
水
道
料
金
は
外
税
方
式
な
の
で
上
が

る
。
一
般
会
計
分
の
利
用
料
、
手
数
料
は
今
後
検
討
す
る
。
」
と

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

非
正
規
市
職
員
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
の
整
備
を 

 

京
田
辺
市
で
は
現
在
、
約
千
三
百
人
の
職
員
が
い
ま
す
が
そ
の

半
数
以
上
が
非
正
規
雇
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。
保
育
所
や
学
童
保

育
、
各
種
出
先

と
接
す
る
機
会

が
大
き
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
事
を
示
し
て
、 
③
一
級
建
築
士

に
有
用
な

機
関
や
市
民
の
窓
口
来
訪
が
多
い
課
な
ど
、
市
民

が
多
い
部
署
ほ
ど
、
非
正
規
職
員
が
占
め
る
割
合



 

日本共産党京田辺市議 発表しました。 

日本共産党京田辺市議団ニュ  
第９６７号  ２
連絡先：日本共産

市役所議
 

日

本

一

新

会

自

民

新

栄

会

2012年度市一般会計 ○ ○

2012年度市国保特別

認定
○ ○

京田辺市暴力団排

制定につい
○ ○

三山木保育所移転

請負契約につ
○ ○

2013年度京田辺市

補正予算
○ ○

教育格差をなくし、子

ゆきとどいた教育を求
● ●

過労死防止基本法

求める意見
○ ○

秘密保護法の撤

求める意見
● ●

要支援者への介護

継続求める意
● ●

特定秘密保護法の

求める意見
● ●

※○＝賛成、●＝反

2月議会･主な議案､意見書等への

民

主

党

公

明

党

次

田

典

子

南

部

登

志

子

結

果

○ ○ ●○
認

定

○ ○ ○○
認

定

○ ○ ○○
可

決

○ ○ ○○
可

決

○ ○ ○○
可

決

● ● ○●

不

採

択

○ ○
可

決

● ●
否

決

● ●
否

決

○ ●
否

決

各会派の態

 

日
本
共
産
党
議
員
団
の
一
般
質
問
で
、
子
ど
も
の

医
療
費
無
料
化
を
、
通
院
分
に
つ
い
て
も
中
学
校
卒

業
ま
で
拡
充
す
る
こ
と
を
求
め
た
の
に
対
し
、
市
長

は
「
４
月
か
ら
消
費
税
増
税
で
経
済
的
負
担
が
重
く

な
る
こ
と
や
、
市
民
満
足
度
調
査
で
拡
充
を
望
む
声

が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
通
院
分
医
療
費
に
つ
い
て

も
新
年
度
中
に
中
学
校
卒
業
ま
で
助
成
を
拡
大
す

る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
」
と
表
明
し
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
は
、
２
年
半
前
の
市
議
選
の
公
約
で

「
中
学
校
卒
業
ま
で
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
の

拡
充
」
を
掲
げ
、
２
０
１
１
年
９
月
議
会
に
独
自
に

そ
の
た
め
の
条
例
提
案
も
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、

２
０
１
２
年
４
月
か
ら
通
院
分
医
療
費
の
無
料
化

が
小
学
校
卒
業
ま
で
へ
拡
大
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

そ
れ
に
引
き
続
く
新
た
な
拡
充
と
な
り
ま
す
。 

12月議会には保護者の方など1500人分以 署名を添えて、

中学校のクラス定員を 30人以下とするこ 、学校図書館へ

専任司書配置の増員、学童保育の対象を 年生まで拡充

る、などを学校・教育条件の充実を求め が提出されま

た。日本共産党はこの請願の紹介議員と 択に向け奮闘

ましたが、一新会、自民・新栄会、民主 明党などが理

を示さず反対し、不採択になりました。 

 文教福祉常任委員会の審議で、自民・新栄会議員が審議打切

り動議を提出、「まだ質疑がある」と日本共産党議員が表明した

にも関わらず委員長（公明党）が強引に審議を打ち切りました。 

 

12
月
６
日
、
安
倍
内
閣
は
国
民
の
大
き
な

反
対
の
声
を
踏
み
に
じ
っ
て
国
会
で
秘
密
保

護
法
の
成
立
を
強
行
し
ま
し
た
。
日
本
共
産

党
議
員
団
は
10
日
の
一
般
質
問
で
、
秘
密
保

護
法
と
、
自
民
・
公
明
両
党
に
よ
る
強
行
採

決
な
ど
の
国
会
運
営
に
つ
い
て
市
長
の
見
解

を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

市
長
は
「
国
の
安
全
保
障
、
外
交
上
、
法

整
備
は
必
要
。
国
民
の
知
る
権
利
を
保
障
し
、

恣
意
的
運
用
に
な
ら
な
い
よ
う
す
べ
き
。
」
と

容
認
す
る
姿
勢
を
示
し
、
さ
ら
に
「
国
会
運

営
の
あ
り
方
は
国
会
で
議
論
さ
れ
る
べ
き
こ

と
。
し
っ
か
り
議
論
さ
れ
た
と
思
う
。
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。 

 

12
月
議
会
に
は
、
原
発
問
題
に
取
り
組
ん

で
き
た
市
民
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
国
に
秘
密
保

護
法
廃
案
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
も

提
出
さ
れ
る
な
ど
、
市
民
の
中
か
ら
も
抗
議

の
声
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
は
12
月
議
会
最
終
日
に
秘
密

保
護
法
撤
廃
を
求
め
る
意
見
書
案
を
提
案
し

ま
し
た
が
賛
成
少
数
で
否
決
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
こ
の
意
見
書
案
を
め
ぐ
っ
て
民
主

党
は
「
こ
の
法
律
が
ま
っ
た
く
い
ら
な
い
と

い
う
立
場
で
は
な
い
」
と
し
て
「
秘
密
保
護

法
見
直
し

ま
し
た
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党

は
こ
れ
か
ら
も

み
な
さ
ん
と
力

あ
わ
せ
、
秘
密

保
護
法
廃
止
へ

向
け
て
が
ん
ば

り
ま
す
。 

文教福祉常任委員長を交代 
 12 月議会で、文教福祉常任委員長が交代し、新たに日
本共産党の増富理津子議員が委員長に選出されました。 
1

 

小

の

す

し

し

由

度

上の

とや

小学６

る請願

なり採

党、公
０１４年１月２６日 
党山城地区委員会 ℡98-3883 
員控室℡63-1122（内線５２２） 
団は次の見解を

共

産

党

決算認定 ●

会計決算
●

除条例の

て
○

新築工事

いて
○

一般会計
○

どもたちに

める請願
○

制定を

書
○

廃を

書
○

保険給付

見書
○

見直しを

書
●

対。
ース

○○

○●

○○

●○
」
を
求
め
る
意
見
書
案
を
提
案
し


